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【学位論文審査の要旨】
【博士論文審査結果要旨】
本論文について、審査員が高い評価を与えたのは以下の 3 点である。
１）ネイティブ人類学者ならではの民族誌的深み
ベトナム（人）に関する人類学的研究は、これまでもっぱらベトナム国内の事例に関す
るもの、もしくはアメリカのベトナム人コミュニティに関するものに限られており、本研
究のように日本や韓国におけるコミュニティにまで調査対象を広げてマルチサイティッド
に実施したものは例がない。その意味で、まず資料的に高い価値を持つ。また、ネイティ
ブ人類学者であるがゆえに、対話者から非常に深い次元での情報や本音の吐露を引き出す
ことに成功しており、民族誌としての高い同時代性も併せ持つ。
２）国家建設に際して動員されるものとしての「親族」の布置の独自性
第 3 章から第５章までの、社会主義国家建設に際して「親族」概念が動員される過程の
記述は実に見事である。歴史学出身の筆者は、ベトナム語のみならず、ベトナムの古語と
してのノム語、中国語にも堪能であり、それらの言語を駆使することで得られた史料の読
み込みが各所にも反映されており、ポピュラーなテーマを扱いつつも、唯一無二のレビュ
ーとなっている。また、国民全員の始祖として位置づけられるフン王や、「オジ」として慕
われるホー・チ・ミンと国民との関係を敢えて「擬制的」な親族関係として扱わずに、拡
大的な親族範疇に組み込むことで、新たな視点の提出に成功している。さらに、新自由主
義的な価値と社会主義的国家体制との協働と相反を親族概念を基軸に描き出した第 5 章は
本論全体で最も完成度の高い章であり、審査員全員が、リライトの上英文学術誌に投稿す
ることを強く勧めている。
３）親族論再生の試みとしての新規性
人類学の分野では一度「死んだ」はずの親族論を敢えて議論の中心に据える大胆さと、「親
族」にまつわる従来の「社会的か生物学的か」という二元論を超克し、新たな代替的定義
を非常に汎用性の高いレベルで設定しようという試みには一定の評価を与えることができ
る。過度に認識論（構築主義）的に過ぎる議論が人類学の学問としての足踏みを招いてい
る今日、結論を可能な限り分かり易いかたちで収斂させようとする態度は奨励したい。
一方で、審査の過程ではいくつかの疑義も投げかけられた。審査員による質問が最も集
中したのは、第 1 章および第 6 章における親族論の批判的検討についてである。特に、親
族概念の属性を考察する上での伝統的な二極としての「社会性」と「生物学性」に関する
不用意な批判が多いことが指摘された。100 年近くにわたって人類学者が両者にまつわる議
論を続けてきた理由を十分に顧みず、これを単に不毛な二元論として打ち捨てるには、本
論が十分な文献のレビューを経ているとは言い難い。また、親族概念を検討する上で避け
ては通れない「生殖/再生産」という側面への言及が全くないことも指摘された。筆者の議
論はもっぱら文化的アイデンティティ、帰属意識、ナショナリズムをめぐって用いられる
親族イディオムに関する議論の域を超えておらず、「生殖/再生産」の問題を扱わずに、副
題にあるような「理論的批評」を謳うのは難しい。
また、ベトナム人の事例をもとに親族論一般を再考する論文であるにもかかわらず、ベ
トナムの親族（than toc）に関する基本的なデータと議論の提示が少ないことも問題にな
った。マルチサイティッドを謳い、特定のフィールドに特化した論文ではないとはいえ、
批判・超克の対象としてのベトナムの親族に関する議論を欠いたまま次に進むのは論理構
築の手順としては不適切である。ただし、この指摘に対しては、人類学的親族論の一般論
の整理に追われ、十分に消化しきれなかったことを筆者自身が認めている。
こうした若干の難点は残るものの、全体としての本論の意義を損なうものではなく、本
論が筆者にしか書けない良質な民族誌になっていることについては審査員全員が意見の一
致をみている。ネイティブチェックを繰り返したことで英文の精度も高く、博士論文とし
ての十分な水準に達していると判断できる。
【審査結果】
本論文の公開審査は、2018 年 2 月 2 日（金）の 13 時 30 分から 15 時 30 分にかけて、５
号館 4 階の 423 室で行われた。論文提出者は、審査員によるあらゆる角度からの質問に精
度の高い議論で応え、あらためて高い学術的能力を持つことをいかんなく証明した。審査
委員は、全員一致でグエン・フクエイン氏に博士（社会人類学）の学位を授与することが
適当であると判断した。
